
2024/11/26（火）　オンライン（Zoom）開催　これだけは気をつけたい介護記録の不適切語　アンケート結果



2（講義内容）についてご自由にご記入下さい

・「不適切語」というタイトルの先入観が強く講義の内容がすんなり入ってこなかった。
・介護記録には開示義務があるため、リスクヘッジとして表現や言葉の危うさを知るという自己解釈の元であれば講義内容は理解し易かった。
・認知症の方の介護に時間がかかり記録や電子カルテへ記入に省略用語が多かったのですが、情報開示を求められた時を考えて丁寧な記入を
　心がけるようにしたい。
・チャット等で直接質問できて、ZOOMでの不便さは感じませんでした



3（講義及び講義の進行）についてご自由にご記入下さい

・穏やかで分かりやすい話し方が良かったです



4（お配りした資料）についてご自由にご記入下さい

・SOAPを用いた介護記録や「～だ、～である」調の簡潔的な表現を用いている場合、例文が役に立たない。
　暴言・暴力の例では書き換え以外にも実際に暴言・暴力があった場合の記録の書き方も載せて欲しかった。
　虫食いにせずにレジュメにしっかりポイントなど記載してたのはとても良かった。



5（ZOOMによるオンライン研修）についてご自由にご記入下さい

・業務の途中からでしたが参加でき良かったです。





アンケートのご協力ありがとうございました。
お茶の水ケアサービス学院

8　ZOOMによるオンライン研修で、今後取り上げてほしいものがありましたら、ご記入ください。

・メンタルヘルスを健康にする方法　・メンタルに関わる休職者の復帰支援サポートなど（同僚・上司はどう接するか）


